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私立インドネシア・イスラーム大学 (UII)の発展
旧秩序期(1965年以前)の大学経営における「宗教Jと「一般」をめぐって-
はじめに
独立後，インドネシアで，最初に設立された
私立大学は，インドネシア・イスラーム大学
(UII : Universitas Islam Indonesia，以下UIIと
略す)である。
UIIは， 1948年の設立当初から， I宗教
(Agama) Jと「一般 (Umum)Jの両方の知識
を学ぶ機会を提供してきた。しかし 1950年，
同大学の宗教学部と教育学部は，国立化され，
国立イスラ}ム宗教大学校と国立ガジャマダ大
学の教育学部となった。他方， 1952年に設立さ
れたひとつのモスクとの協力のもとで，残され
た学部教育の充実が図られた。その後， 1960年
以降は，地方キャンパスおよび学部の開設が進
められ，その過程では，イスラーム教育学部や
イスラーム法学部など，イスラーム諸学の専門
を学ぶ学部が開設された。
このような UIIの発展は， どのような時代背
景や教育行政・制度の変化が関係しているのだ
ろうか。 UIIは，国家的な要請に応えつつも，
社会の様々な状況を考慮し私立大学としての
経営，発展に尽力してきた。インドネシアの高
等教育史において， UIIは，国立のイスラーム
高等教育機関の礎となった私立大学と捉えられ
るが(1) UIIの発展の経緯については，これま
で，ほとんど関心が払われてこなかった。しか
し UIIの発展のプロセスを検討することは，
近代的な国家システムが整えられていく過程
で，民間のイスラーム指導者たちは，どのよう
中田有紀
に高等教育の発展をめざしていたのか，その実
態を明らかにすることにつながる。
本稿では，1.インドネシアの独立草命期
(1945年から1949年)， 2. 民主主義の実験期
(1950年から1957年)，そして3.指導された民
主主義期 (1958年から1965年)において教育政
策が進められるなかで， UIIが実践してきた教
育および経営について検討する。
1.独立革命期 (1945年 1950年)
(1) 国民教育制度における「宗教」と「一般」
1945年憲法において，インドネシアでは，単
一の国民教育制度が形成されることが定められ
た。教育・教授・文化省が設立され，同省のも
とで，国民教育が整備されることになった。し
かし教育・教授・文化省は，西洋近代教育の
影響を受けた国民党指導者の影響下にあったた
め，多くのイスラーム指導者らは，宗教に関す
る教育の権限が，教育・教授・文化省の下に置
かれることに反対だった(2)。イスラ}ム指導
者の中には，国家におけるイスラームの位置付
けに失望していた者も多かったため，インドネ
シア政府は，イスラーム教徒への妥協策とし
て， 1946年に宗教省を設置した(3)。教育・教授・
丈化省と宗教省の二つの省庁による教育行政シ
ステムが整えられた。これを機に，教育は， I宗
教 (Agama)Jと「一般 (Umum)Jに分けて
捉えられるようになった。
一般学校(スコラ)および一般教育について
は，教育・教授・文化省が，宗教学校(マドラ
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サ)および宗教教育については，宗教省が担当
することになった。しかし高等教育に関する
さまざまな整備が，本格的に展開されるのは，
1950年以降のことだ、った。
(2) イスラーム・カレッジ (STI)からインド
ネシア・イスラーム大学 (UII)ヘ
1945年7月にジャカルタで開校したイスラ}
ム・カレッジ (STI: Sekolah Tinggi Islam 
以下STIと略す。)は，後の UIIの前身である。
1945年4月，ムハマデイヤーやNU(ナフダ
トウール・ウラマー)などのさまざまなイス
ラーム組織の指導者たちによって設立準備委員
会(4)が結成され.1945年7月.STIは，ジャ
カルタで開校された。初代副大統領を務める
ハッタが理事長 (KetuaDewan Kurator)を，
アブドウール・カハール・ムザッキル (Abdul
Kahar Muzakkir)が，初代学長を務めた。
同年8月17日の独立宣言後，オランダ軍がイ
ンドネシアに再上陸すると，イスラーム・カ
レッジは，一時閉鎖された。ジョグジャカルタ
への首都移転に伴い.1946年4月10日.STIは，
ジョグジャカルタで再開されることになった。
その直後から.STIを総合大学としてさらに発
展させる準備が進められた。
1 -予科と四学部の開設
イスラーム・カレッジ (STI)は.1948年に，
インドネシア・イスラーム大学 (UII) となっ
た。まず，大学教育の準備段階として. 1年間
の予科レベル (TingkatPendahuluan)が開設
された。同校に入学できたのは. 5年間のイス
ラーム中等学校 (MadrasahMenengah 
5tahun)を修了した者とされた。予科レベル
では，当時の一般高等学校 (Sekolah
Menengah Atas bagian A) 3年のレベルの教
育が提供された(5)。
大学教育においては，宗教学部，教育学部，
法学部，経済学部の四つの学部が開設された。
プサントレン(イスラーム寄宿塾/寄宿学校)
やマドラサなどの宗教学校出身者を受け入れ，
イスラームに基づく高等教育を提供することが
目指された。
同大学の設立の背景として，以下の6点が掲
げられた(6)。
1.イスラームにおいては，国家と宗教を区別
して捉えない。
2. イスラーム教徒は，アッラーによる法を実
践する責任がある。
3. イスラームを基本理念とする高等教育機関
のうち，専門的な技術や知識を有する者を
養成するための高等教育機関がない。
4.植民地時代の教育とは，植民者の利益を保
護するために提供されたにすぎない。
5. イスラーム共同体は，さまざまな分野にお
ける専門家が乏しい。
6.高等教育機関において，宗教学校(マドラ
サ)やプサントレン出身の生徒たちが，社
会で役立つ専門知識を学ぶ機会を提供する
ことが必要で、ある。
UIIの創設時に，各学部で開講された科目は
表1の通りである。どの学部においても，宗教
の知識と宗教以外の「一般」の知識の両方に関
する科目が含まれている。宗教学部において
は，宗教，東洋語，西洋語の3種に分類されて，
科目が構成され，さまざまな言語を学ぶ機会が
設けられた。法学部や経済学部では，イスラー
ムに基づく法律や経済に関することが，西洋の
法や経済の知識とともに学ばれた。また教育学
部では，哲学や心理学とともに，イスラーム神
秘主義を学ぶ。人間形成と信仰の深い関わりが
重視されていたことがうかがえる。
表1に示した教科に加え，各学部において，宗
教 (Agama)と法 (Hukum)に関する補足科目
が週に 1時間設けられていた点は興味深い(7)。
インドネシア政府は. I宗教」と「一般」を
区別して，学校教育を整備した。しかしイン
ドネシア・イスラーム大学は，イスラームの理
念にもとづいて. I宗教jと「一般Jの知識や
学問を融合した教育を提供する方針を貫いた。
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表 1 開校当初のインドネシア・イスラーム大学 (UII)の各学部の開設科目
宗教学部
a)宗教:
クルアーンとハディースの解釈，イスラーム法源(フィクフ)学，宗教史，宗教の影響，
宗教社会学，倫理，神秘主義，その他
b)東洋語・
1 )セム長苦(ヘブライ言昔，アラビア言昔，そのf也) 2)アーリア言苦(サンスクリット言苦，そのf也)
3)インドネシア語(ジ、ヤワ語など) 4)中国語， 日本語
c)西洋語:
1 )ローマ語(イタリア，フランス，スペイン語など) 2)ゲルマン語(ドイツ語，英語など)
3)スラブ語(ロシア語など)
法学部
a.法学入門， b.市民法および刑法に関連するクルアーンとハデイースの解釈
C. イスラーム法源・細則(フィクフ) d.商法 e.経済， f 刑法
g. ヨーロッパ法の概要
教育学部
a.哲学 b.実験心理学 C. 民族学 d哲学史 e.教育哲学 f.臨床教育学
g. 宗教の成り立ち 1 .イスラーム神秘主義 j .その他
経済学部
a 経済理論 b.簿記 C. 商業計算 d.熱帯地域の経済学 巴.応用経済学
f. 国家法 g. 銀行業 h 税務 1 .経理 j .会計学
k. ムアマラート(イスラーム社会関係法) 1.その他
出典:Djauhari Muhsin (2002・43-45)をもとに筆者作成
2-独立戦争とインドネシア・イスラーム大
学の学生
1948年に UIIが設立された直後には，オラン
ダの侵攻により，ジョグジャカルタは戦場と化
した。大学は休校となり，一時的に学問の機会
は失われた。この時期， UIIの教員や学生のな
かには，ジョグジャカルタのウラマーらととも
に独立戦争に参加し殉死した者も少なくな
かった(8)。
1949年10月14日，ジョグジャカルタ市内で
は，独立戦争を戦った勇士を追悼するための象
徴として，シュハダ・モスク (MasjidSyuhada) 
を建設する計画が進められた。政府・民間を問
わず，さまざまな人々の支援の下で， 1952年，
シュハダ・モスクは完成した。王家関係者やパ
ティック商人らによる寄付によって建設費用の
大部分が賄われた(9)。シユハダとはアラビア
になった人々の中には，殉死したUIIの関係者
も含まれた。
1949年11月，施設・設備は，未整備ではあっ
たが， UIIはジョグジャカルタ市内のー施設に
おいて，講義を再開させた(10)。その後，シュ
ハダ・モスクは， UIIの発展において，重要な
役割を果たすことになる。
語の「殉教Jを意味する語である。追悼の対象 写真1 1952年に設立されたシュハダ・モスクの正面
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写真2 インドネシア・イスラーム大学
(チクデイティロ通り)前の通り。
1948年当初から使用されている UIIの建物。手
前の通りの名称 (iアブドウールカハール・ム
ザッキル博士通りJ)は，同大学の初代学長だ、っ
たアブドウール・カハール・ムザ、ツキルの名称
が用いられている。看板の文字は，上部にロー
マ字，下部にジャワ文字が使用されている。
2.民主主義の実験期 (1950年一1957年)
(1) UIIの国立化とその背景
1950年，学校教育基本法 (i学校における教
育と教授の基本に関する法律1950年第4号」が
定められ，宗教教育は，国立学校で提供される
ことが定められるとともに，宗教学校も，宗教
大臣の承認を条件としたうえで，義務教育を満
たすものと位置づけられた(11)。
宗教省は，その後，宗教省職員や宗教判事の
ための養成学校や宗教師範学校の整備に取り組
み.1950年代には.SGHAやPHIN.PGAN6(12) 
などの学校が設立された。また，高等教育も，
この時期に整備されることになった。 1951年9
月，国立イスラーム宗教大学校 (PTAIN)が，
ジョグジャカルタに設立されることが決定し
宗教省の管轄下に置かれることになった(13)。
しかしそのとき宗教省が取った選択とは，
UIIの一学部を国立化することだ、った。 UIIの
宗教学部は，国立イスラ}ム宗教大学校
(PTAIN)の母体としての役割を果たしたので
ある。さらに.UIIの教育学部も国立化されるこ
とになり，同年に国立ガジ、ヤマダ大学の教育学
部として開設し UIIの教育学部の教員たちは，
ガジヤマダ大学で講義を行うことになった。
当時の UIIは，教員および学生数も限られて
いたため，大学の財政は，決して安定していた
わけではない。そうした背景も国立化を容認す
る理由となったとする意見もある(14)。
しかし「宗教」と「一般Jの知識を融合し
た高等教育を提供していた UIIが，国立のイス
ラーム宗教大学と国立の総合大学の発展に貢献
したことは，インドネシアの高等教育史におい
て，注目すべき点である。
(2) UIIの教育の充実に向けて
開校後2年足らずで.UIIは，国立化の名の
もとに，二つの学部を奪われた。しかし 1950
年以降は，私立大学としての発展に積極的に取
り組んだ。
設立当初より.UIIは，十分な敷地を有して
いなかったため，大学内外の人々のさまざまな
支援のもとで，大学教育を行った。講義には，
ジヨグジャカルタ市内の王家所有の施設や王宮
前の大モスク，大学教員の自宅などが使われ
た。大学長のアブドウール・カハール・ムザッ
キルの自宅でも講義や試験が行われたという (15)。
施設・設備の問題だけでなく，教員採用や学生
の受け入れ方法など，多岐にわたる課題に対処
しなければならなかった。
まず，予科レベルの教育の改革を行うととも
に，大学教育に必要な施設・設備の整備を進め
た。 1951年には，大学の経営組織であるワカフ
委員会 (BadanWakaf)は，法人として登録し，
スラカルタのイスラーム単科大学 (PTII) と
UIIを統合した(16)。このとき，スラカルタに，
UIIの法学部が開設された。また.1953年には，
メダン(スマトラ島)やスラパヤ(ジャワ島)
のイスラーム指導者らとともに UIIの地方キャ
ンパスを開設することが構想された。スラパヤ
には UIIの地方キャンパスが開設され，経済学
部が置かれたこともあった(17)。しかしこの
時期は，地方キャンパスの開設よりも，本部校
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であるジョグジャカルタの大学教育の充実に力
が注がれた。
採用する教員の条件については，宗教や民
族，人種等の制限を設けなかった。当時の学長
アブドウール・カハール・ムザッキルは，著名
な知識人らに，直接交渉して， UIIで教鞭を取
ることを依頼することも多かった。キリスト教
徒や華人も教授として迎えたり， ドイツ人に，
英語や経済学部での国際貿易についての講義
も担当するよう依頼したこともあった(18)。
当時のインドネシア・イスラーム大学は，
ジョグジャカルタ校の法学部教員として6名，
経済学部教員として8名，スラカルタ校法学部
教員として2名が担当した。カハール・ムザ、ツ
キル学長をはじめ，多くの教員が他学部の教員
を兼務し，二つの学部の教育を支えた。
1950年に発行されたインドネシア・イスラー
ム大学規約によると， 2年間の予科レベルの後
に3年以上の大学教育が整えられた(19)。
1 -予科レベルの改善
宗教の専門学習を中心に学んできたイスラー
ム学校(マドラサ)やプサントレン出身者向け
に，高等教育に進学するための準備段階とし
て，予科レベルがジョグジャカルタとスラカル
タに開設された。 UIIの開校当初から，予科レ
ベルは運営されてきた(初)が，当初は， 1年間
コー スだ、った。 1954年以降は， 2段階に分けて
2年間の教育を提供するシステムに改善した。
インドネシア・ムスリム学生協会 (HMI)を
結成したラフラン・ベインも，予科レベルの教
師を務めた(21)。
1954年時の予科レベルの学校には， Aレベ
ルと Bレベルに分けられ，それぞれ，言語と
宗教に関する教育が提供された。その内容は以
下に示す14科目だ、った。
1 )語学(インドネシア語，アラビア語，英
語)， 2)宗教(タフシール[クルアーンの解
釈J.ハデイース[ムハンマドの言行録J.フィ
クフ[イスラーム法学J.タウヒード[神学J.3) 
イスラー ム史， 4)代数学， 5)世界史/インド
ネシア史， 6)社会科学， 7) 自然科学， 8) 
経済史， 9)経済理論， 10)法律， 1)会計，
12)簿記， 13)国家法， 14)民族学(22)
2一二つの学部の充実へ
1954年， UIIの法学部と経済学部は，一層の
学問的充実が図られた。以下の表2と表3は，
1954年一55年の法学部と経済学部のカリキュラ
ムである。法学部と経済学部の各教育段階，
コースにおいて，イスラームに関連する科目と
一般科目が開設され，イスラームの理念のもと
で，実社会に必要なさまざまな知識が学ばれる
よう配慮されている。西洋の法や経済の知識も
積極的に取り入れている。教育内容の充実を通
して， i宗教」と「一般」の知識を融合した教
表2 法学部の開設科目 (1954年度)
Candidat 1 (2年目) Candidat 2 (2年目)
1.イスラム法 2.民族学 3.社会学 l.イスラム法 2.民法 3 刑法
4.法学入門 5.民法 6. アダット法 4.行政法入門 5.政治学 6.経済理論
7.イスラーム哲学 7. アラビア語
Doktoral 1 (3年目) Doktoral 2 (3年日)
1.イスラム法 2. a.イスラム社会関係法(ム 1 イスラム法 2. a 戦争法 b 行政法l
アラマート) b. イスラム刑法 3. アラビア 3.民法 4.犯罪学5.刑法 6.商法
語 4.行政法 5.民法 6.刑法 7.商 7.民事訴訟法 8.刑事訴訟法 9.選択科目
法 8.社会階層間の法 9.アダ、ツト法 a. 国際法 b.法の正統性
10.経済理論
出典:Dewan Pengurus Pusat Badan Wakf UII (1955・81-82)をもとに筆者作成。
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表3 経済学部の開設科目 (1954年度)
準備レベル
1.経済学入門 2.企業経済入門 3.法学入門4.英語 5. 自然科学(数学) 6. イスラー
ムの宗教と法
Sarjana Mudaコース(学士/準学士レベル)一般経済学部
1.一般経済論 2. 開発経済 3. インドネシア経済 4.統計学 5.金融学(貨幣と銀行
について) 6. 国際経済学 7. イスラーム法 8.選択科目(l科目) ( 1 )経済史， (2) 
経済地理学， (3)社会学， (4)民法および商法
Sarjana Mudaコース(学士/準学士レベル)食業経済学部
1 開発経済 2.一般経済論 3. インドネシア経済 4.統計学 5.消費経済学および均
衡分析 6.会計学および行政組織 7.民法および商法 8. イスラーム法
Doktoralコース (2年間)一般経済学部
1 イスラーム法 12 一般経済理論
1 3 経済分析と国家政策(発展途上国を中心に)
4 -7.以下のうちから 4科目選択
(1)金融および銀行法 (2)国家予算および金融政策 ( 3)経済 (4 )国際経済 (5 )国家
予算と社会 ( 6)統計および計量経済分析 (7 )民間企業と農村開発 (8)社会学 (9 )経
済史 (10)経済地理と社会 (11)民法と商法 (12)経済コミュニケーション (13)産業経済
(14)農業経済 (15)労働経済 (16)組織と経営
Doktoralコース (2年間)企業経済学部
1.イスラーム法 2.消費経済学および均衡分析学 3.組織の内部と外部 4. マーケティ
ングと商売の方法 5.経済分析と国家政策(発展途上国を中心に)
6-7 以下のうちから 2科目選択
( 1 )財政法 (2 )貨幣/銀行/保険 (3 )物流経済 (4)労働経済/労働関係 (5 )産業経
済 ( 6)国際経済 (7)農業経済
会計コース (SarjanaMuda修了後の2年間)
1.イスラーム法， 2.消費経済学および均衡分析， 3.組織の内部と外部 4.貨幣経済学
5.財政法 6.経済分析と国家政策(発展途上国を中心に)
出典:Dewan Pengurus Pusat Badan Wakf UII (1955: 82-85)をもとに筆者作成.
育を提供する建学時の理念(幻)は，貫かれてい
た。
(3) UIIの施設・設備の充実とシュハダ・モスク
1一大学図書館の設立と寄贈図書
シュハダ・モスクは，独立戦争を戦った勇士
の追悼の象徴として，設立されたモスクである
ことは先述した通りである。同モスクには，講
堂と図書室が付設されていた。シュハダ・モスク
内の図書室は， 1954年以降， UIIが所有した(刻。
当時，図書室は，ジョグジャカルタとソロに開
設され，さまざまな言語の文献を所蔵していた。
ジョグジャカルタ校の圏書室(シュハダ・モ
写真3 シュハダ・モスクの図書室の様子
1950年代は， UIIの図書室として使用されてい
た。現在の図書室内の本棚や机，椅子などは，
当時から変わっていない。
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スク内)には，アラビア語文献が338冊，イン
ドネシア語文献94冊， ドイツ語文献15冊，オラ
ンダ語文献351冊，英語文献250冊，フランス語
文献76冊だった。他方，スラカルタ校の図書館
は，アラビア語文献110冊，インドネシア語文
献81冊， ドイツ語文献71冊，オランダ語文献
332冊，英語文献318冊，フランス語文献23冊
だった(25)。
これらの図書は，国内外から個人によって寄
贈される場合もあったが，囲内外のさまざまな
組織や機関からの寄贈も多かった。たとえば，
個人では，学長のアブドウ}ル・カハール・ム
ザッキルや他のUIIの教授陣，さらには，卒業
生らによる寄贈もあった。大学外からは，マ
シュミ党の党首を務めたムハマド・ナシールな
どの国家的な指導者らによる寄贈もあった(お)。
ジョグジャカルタ市内に開設されたハッタ財団
の図書館も，インドネシア・イスラーム大学の
学生たちにとって重要な施設となった。
その他，書籍を寄贈した組織・団体には(幻)
国内では，スラカルタのイスラーム組織アル・
イルシャドや，スラパヤのマラパル書庖 (Toko
Malabar)，ジャカルタのインドネシア銀行な
どが，含まれる。他方で，海外からは，カイロ
のダルル・ウルム大学や，アズハル大学，ジャ
カルタのサウジアラビア共和国大使館からの寄
贈もあった。またカイロのイスラーム組織 (Al
Muktamar Al Islamyや IchwanulMuslimin) 
なども寄贈者に含まれている。さらに，経済関
連の図書は，主としてアメリカ政府による寄贈
だ、った。当時の学長アブドウール・カハール・
ムザッキルは， 1930年代にエジプトのカイロに
留学し，ダルル・ウルム大学とアズハル大学で
学んだ経験がある。その時に培った人脈もま
た， UIIの教育の充実と発展にも大きく関わっ
ていたであろう。
2-シュハダ・モスクを活用した学生へのサ
ポート
シュハダ・モスク内の講堂は， UIIが主とし
て活用していた。 1950年代のシュハダ・モスク
の運営資金の内訳をみると，講堂使用料を UII
が支払っていたことが明記されている制。ま
た，当時のUII学長のアブドウール・カハー
ル・ムザッキルは，シュハダ・モスク開設時に
結成された財団ヤスマ(寮とモスクの財団，
Y ASMA: Yayasan Asrama dan Masj d ，以下
ヤスマと略す)の運営組織の本部役員を務めて
いた(お)。大学教育とともに，シュハダ・モス
ク組織の活動にも，積極的に関わっていたこと
がうかがえる。ちなみに本部長を務めたプラブ
ニングラット (30)は， 1970年以降， UIIの学長を
務めた人物である。
ヤスマは，モスク内での活動だけでなく，
ジョグジャカルタで暮らす学生たちのための寮
も設立した。このヤスマが目的としたのは， Iイ
スラームの精神を身につけた新しい世代の発展
をめざしインドネシアの若者の身体と精神を
育成すること」であった。
ヤスマ組織の規約 (4-6条)には，以下の
ことが明記されている (31)。
第4条
A l.インドネシアのイスラーム教徒の若者
のために，寮もしくは下宿を準備す
る。
2.寮の経営を維持する。
3. イスラームの理念に基づいて寮組織の
メンバーの身体および精神を育成す
る。
4.寮組織メンバーの健康管理を行う。
B l.イスラーム宗教施設の設立および支援
をする。
2.衛生規定に従ってイスラームの礼拝施
設や備品を清潔に保つ。
3. モスクは，イマーム(礼拝導師)とホ
テイブ(説教師)を備える。
第5条 財団と同じ目的を持つ組織や集団と協
力する。
第6条礼拝施設および寮においては，ヤスマ
による活動は，いかなる営利目的の活
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動も禁じられる。
第7条財団結成者らによる出資金とともに，
以下の収入は公認されており，ハラ}
ルであるo
a.個人，集団，公認組織(政府)による
寄付.b. 貧者救済などの慈善活動のため
の寄付，贈与，遺産 C. ザカートなど。
ヤスマの寮生になるためには，ジャワ島外の
出身のイスラーム教徒であること，クルアーン
の読諦ができること，シュハダ・モスクでの諸
活動を企画・参加することなどが求められた。
インドネシア・イスラーム大学をはじめ，ガ
ジャマダ大学， さらに国立イスラーム宗教教
師・判事学校 (SGHA: Sekolah Guru Hakim 
Agama)の学生たちも，モスクでの活動に積
極的に関わった(32)。
イスラーム講話会が開催されるときは，アブ
ドウール・カハール・ムザッキルや，インドネ
シア・ムスリム学生協会 (HMI)の結成を主
導したラフラン・ベイン (LafranPane) も講
話を担当していた(お)。シユハダ・モスクは，
UIIの学生や教員らが他の大学のムスリムと集
い，共に活動する場であった。
1954年のシュハダ・モスク運営費をみると，
寮の収入として，寮生の滞在費に加え，ガジャ
マダ大学からの補助金が含まれている (34)。総
合大学である国立ガジャマダ大学にとっても，
多くのムスリム学生を指導するうえで，同モス
クは，重要な意味をもっていた。
モスクと大学が相互に支援し合う関係を充実
させるなかで， UIIは発展した。それは， UII 
にとってだけでなく，さまざまな高等教育機関
のムスリムとの協力関係の構築にもつながっ
た。
3.指導された民主主義期 (1958年一1965年)
( 1 ) 宗教教育の義務化と国立イスラーム宗教大
学(lAIN)の拡大
1950年代末以降，スカルノは，ナショナリズ
ム，宗教，共産主義の諸勢力の協調を訴え，こ
れらの諸勢力の均衡の上で， ["指導された民主
主義」の体制を形成した。この頃，インドネシ
ア共産党は，社会の各層に拡大した。識字運動
に積極的に関わる (35)とともに，小・中学校で
のマルクス主義に傾倒した教育を行うように
なった(お)。さらに，初等教育や識字教育に限
らず，民衆大学 (UNRA: Universitas Rakyat) 
を，ジャカルタやバンドゥン，スラカルタ，ス
マラン，マラン，パレンパン，メダンなどの主
要都市に設立した(37)。
共産主義勢力の拡大に対応するため，軍は，
公立学校における宗教教育の必修化を支持する
ようになった(38)。すべての教育段階における
宗教教育の必修化は困難だ、ったが，高等教育段
階から宗教教育の義務化が実現されることに
なった。その契機となったのは，教育・教授・
文化省の分割だった。
1961年，教育・教授・文化省は分割され(39)
中等教育以下の学校が，基礎教育・文化省の管轄
になり，高等教育機関は，高等教育・学術省の
管轄になった。 1962年には，西ジャワ州出身の
トイブ・ハデイウイジヤジャ (TojibHadiwidjaja) 
が高等教育・学術大臣に就任した。トイブが大
臣に就任した背景には，軍部の推薦があったと
される制。高等教育・学術省は，高等教育に
おける宗教教育の義務化を図り，教師養成のた
めのイスラーム高等教育機関の拡大を推進した。
1960年には，国立イスラーム宗教大学校
(PTAIN) と宗教学公務アカデミー (ADIA:
Akademi Dinas Ilmu Agama)が統合され，国
立イスラーム宗教大学 (IAIN: Institut Agama 
Islam N egeri，以下IA町と略す)が設立された。
ジョグジャカルタに法学部(シャリーア)と神
学部(ウスルッデイン)，ジャカルタに教育学
部(タルビヤー)と文学部(アダブ)が置かれ
た。その後，各地に地方学部が作られていった。
1963年宗教省決定第49号で，ジョグジャカルタ
とジャカルタが別個のIAINとして独立した。
その後，ジョグジャカルタの IAINは，中部
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ジャワ，東部ジャワ，カリマンタン，スラウェ
シ，ヌサトゥンガラ，マルク，イリアンジャヤ
地域の地方学部を開設しジャカルタのIAIN
は，ジャカルタ首都特別地域，西ジャワ，スマ
トラ全域の地方学部の調整にあたった(41)。
1963年以降，少なくとも三学部を開設するこ
とによって， IAINの地方キャンパスは，独立
したIAINを設置できるようになった。 1963年
以降，スマトラ，ジャワ，カリマンタン，スラ
ウェシにおいて， IAINは開設され， 1973年ま
でに全国に14校を数えた(42)。
(2) UIIの学部新設と地方学部の開設
1 イスラ}ム教育学部とイスラーム法学部
の新設
1950年代に， UIIは，すでに地方キャンパス
の開設を構想していた。しかしそれを積極的
に進めたのは， 1960年以降だった。 1960年の時
点で，ジョグジャカルタに経済学部と法学部が，
またスラカルタのキャンパスには法学部が設
けられていた。しかし 1961年には，宗教学部
(Fakultas Agama)を新設し，翌年の1962年には，
イスラーム教育学部 (FakultasTarbiyah) 
を新設した(43)。新設されたイスラ}ム教育学
部と宗教学部(直後にイスラーム法学部とな
る)においては，既存の学部とは別に，入学志
願者の条件が定められた。表4は， IAINと
UIIのイスラーム教育学部とイスラーム法学部
の入学者の条件を示したものである。表4の通
り，当時のIAINの入学志願条件を満たさない
者にも， UIIは，高等教育機関で学ぶ機会を与
えていたことがうかがえる。
また， UIIは， IAINと同様に， i選抜試験無
し」で受け入れる学生と，選抜試験を行って受
け入れる学生に分けている。興味深いのは，
UIIは，選抜試験無しで入学が可能な者を，宗
表4 IAINとUIIの入学条件の比較
1960年UIIの宗教学部(翌年にはイスラーム法 1960年頃の国立イスラーム宗教大学 (IAIN)の
学部)とイスラーム教育学部が開設された際の 入学者条件2
入学者の条件1
選抜試験無しで入学が可能な者 選抜試験無しで入学が可能な者
1) SGHA， (Sekolah Guru dan Hakim Agama: . IAIN準備学校の生徒
宗教教師・判事養成学校ト卒業者， -宗教省からの派遣生
2) PHIN (Pendidikan Hakim Islam Negeri国
立イスラーム判事教育)，卒業者，
3) PGAA (Pendidikan Guru Agama Atas :宗
教師範学校)の卒業者
選抜試験によって入学が可能な者 選抜試験によって入学が可能な者
1 )国立の高等学校 (SLT A SMT A Umum) 1) SGHA， (Sekolah Guru dan Hakim Agama: 
を卒業者 宗教教師・判事養成学校)の卒業者，
2)私立の高等学校 (SLT A Swasta) とそれと 2) PHIN (Pendidikan Hakim Islam Negeri国
同等の教育機関，イスラーム宗教高校 立イスラーム判事教育)の卒業者，
(Madrasah Menengah Atas) 6年間の卒 3) PGAN6 (6年制宗教師範学校)の卒業者
業者およびそれと同等の教育機関の卒業者 4)国立イスラーム高校卒業者
3)イスラーム高校 (SMAIslam)卒業者、サ 5)国立一般高校および同等の学校の卒業者
ナウイヤーTsanawiyah)(イスラーム宗教 6)宗教省によって派遣されたその他の学校の
中等学校) 6年間と同等のイスラーム寄宿 生徒
塾 (Pondok/Surau)の卒業者
ISupardi and others (1994: 73-74) 2西野 (2008: 39) 
出典:Dewan Pengurus Pusat Badan Wakf UII (1955: 81-82)をもとに筆者作成。
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教教師・判事養成学校 (SGHA) と，国立イス
ラーム判事教育 (PHIN)，宗教師範学校の卒業
生としている。これら学校の卒業生は， IAIN 
においては，選抜試験を必要とした者たちであ
る。(表4の下線部を参照)。
他方で，選抜試験によって入学が可能とされ
たのは，①国立の高等学校 (SLTASMTA 
Umum) 卒業者，私立の高等学校 (SLTA
Swastョ)とそれと同等の教育機関の卒業者，②
6年間のイスラーム宗教高校 (Madrasah
Menengah Atas)の卒業者およびそれと同等
の教育機関の卒業者，③イスラーム高校 (SMA
Islam)卒業者， 6年間のイスラーム宗教中等
学校 (Tsanawiyah(44)) と同等のイスラーム寄
宿塾 (Pondok/Surau)の卒業者としている。
学校教育における宗教教育の義務化が目指さ
れ，その教師養成は，国立大学だけでは不十分
だった。また，当時は，共産主義勢力が，さま
ざまな教育施設を整備しその勢力が各地に拡
大しつつあった時期である。学校教育における
宗教教育の義務化に備えることや，共産主義の
拡大を防ぐことは，国立・私立を問わず，教育
に携わるイスラーム教徒にとって，重要な責務
と捉えられた。
2 私立大学としてのステイタス取得へ
1961年の高等教育法(高等教育に関する1961
年法律第22号では，第22条一第30条に，私立の
高等教育機関の規定が盛り込まれた。これによ
り，私立高等教育機関は，政府認定を受ける場
合，政府が規定するステイタスを取得すること
が求められることになった。すなわち， I登録
(Terdaftar) J， I認定 (Diakui)J，及び国立大
学と「同等 (Disamakan)の3種類のステイタ
スである。施設・設備の状況や資格取得教員の
人数などの条件に基づいて審査が行われ，ステ
イタスが決定された。 UIIでは，すべての学部
を「登録 (Terdaftar)J校のステイタスとする
手続き等を行った。 1962年12月には，経済学部
と法学部が「認定 (Diakui)Jのステイタスを
取得し続いて翌年の1963年 1月には，シャ
リ}ア学部とイスラーム教育学部が， I認定
(Diakui) Jのステイタスを取得した。
このような私立大学のステイタスを取得する
ことは，共産党が推進する民衆大学との区別を
明確にすることにもなる。高等教育機関として
確固たるステイタスを得るため，当時のUII学
長のカスマットと法学部長カハール・ムザッキ
ルは， トイブ高等教育大臣に直接交渉をし，説
得にあたったこともしばしばあった(45)。
3一地方キャンパスの拡大へ
UIIは， 1960年以降，宗教学部と教育学部は，
ジョグジャカルタだけでなく，中部ジャワの各
地に開設された。スラカルタ校にも開設され，
さらに，プルウオクルトにもキャンパスが新設
され，そこにシャリーア(イスラーム法)学部
が開設された(必)。カスマット・パフウイナン
グンが学長を務めた時期(1960年から1964年)
に，スラカルタとプルウォクルトにイスラーム
法学部とイスラ}ム教育学部が開設された。
1964年，それまで，国立ガジャマダ大学の学
長だ、ったサルジドがインドネシア・イスラーム
大学の学長に就任すると，地方キャンパスは，
さらに充実し発展した。
同年1964年は，小・中・高校のカリキュラム
において，宗教教育が基本教科の地位にまで引
き上げられることが決定し成績が生徒の進級
にも影響を与えることになった。 UIIの地方
キャンパスの充実と発展は， IAINおよび高等
教育以下の教育段階においても宗教教育が強化
された時期と重なる。
UIIの地方キャンパスの開設は，地方からの
要望が発端となり，それに対して UIIの経営母
体であるワカフ財団や，ジョグジャカルタ本部
校の教員が応じた。たとえば，ヌデイウンに
キャンパスが開設された時，教員は慢性的に不
足していたため，ジョグジャカルタ本校から，
地方キャンパスに教員が講義をしに出講する場
合が多かった(47)。
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地方キャンパスは，中部ジャワを中心に開設
されたが，西ジャワ(チレボン)やスラウェシ
(ゴロンタロ)にも開設された。政府によるイ
スラーム高等教育政策に， UIIも民間の立場か
ら関わり，大学経営の規模の拡大に取り組ん
だ。
4-シュハダ・モスクでの高等教育機関の設
立と UII関係者
シュハダ・モスクのヤスマ財団は， 1961年に，
高等教育機関を設立した。
シュハダ・モスク民衆大学 (UNRAPTMS) 
を設立しそれと並行してシュハダ・モスク・
ダッワ専門大学 (IDMS:Institit Dakwah 
Masjid Syuhada)を開設した(却)。ダッワ学部
(Fakultas Dakwah)が，私立大学としての「認
定 (diakui)Jのステイタスを取得すると，新
たにコミュニケーション学部 (Fakultas
Komunikasi)を開設した。こうしたシユハダ・
モスクにおける展開は，国立IAINやUIIの地
方学部が開設された時期と重なる。
旧秩序期が終わり， 1968年になると，プラブ
ニングラットは，ダッワ専門大学の学長とな
り，ダッワ学部をダッワ専門学部 (Faklutas
Ilmu Dakwah) とし国立イスラーム宗教大学
(lAIN) のウスルッデイン学部(神学部:
Fakultas Ushuluddin) と同等 (1968年宗教大
臣決定第70号)のステイタスを取得した。同学
部の修了証書は，デイプロマ3レベルと同等と
された(49)
シュハダ・モスクは， UIIの教育やムスリム
学生にとって重要な役割を果たしてきた。他方
で，シュハダ・モスクもまた， UIIの学生や教
員，さまざまな高等教育機関の学生たちととも
に，宗教施設および，教育機関として，その後
も発展していくことになる(則。近年では，シュ
ハダ・モスクのような例は，インドネシアの都
市部を中心に多く見られるようになった。
他方でUIIは，スハルトによる新秩序体制が
開始された1968年を境に，それまでの展開を大
きく変えざるをえなくなった。数多く設置して
きた地方の学部の統廃合を迫られることになっ
たためである。 1967年に，高等教育局は，私立
高等教育機関の指導方法の条件についての決定
文書 (SuratKeputusan No.l64/1967)を発表
した。この決定においては，大学の地方キャン
パス (cabang)については言及されていなかっ
た。しかし同決定文書の解説文， I教育文化
省高等教育局私立・公務教育課長による決定の
解説 (No.l223/PT1 m 11968，1968年12月3日)J， 
「私立大学のすべての併設校や支部校は，本部
校の学部と同等のステイタスを取得していると
はみなされないJ(51)ことが明記された。これを
機に， UIIは，地方キャンパスの学部の統廃合
を進め，その後は，ジョグジャカルタの本部校
における学部・学科の充実と発展を重視した。
シュハダ・モスクのイスラーム高等教育の発展
に尽力した，プラブニングラットが， 1970年以
降の UIIの発展において，大きな役割を果たし
た。
その1~のインドネシアにおいては，さまざま
な民間のイスラーム組織が，大学経営に取り組
むようになった。そのため，現代のインドネシ
アの高等教育の現状を分析しようとするとき，
UIIの重要性は，それほど日を引くものではな
いかもしれない。それは， I宗教」と「一般」
を融合した教育を提供する私立イスラーム大学
の増加，さらに，国立イスラーム宗教大学
(IAIN)が総合大学化して，国立イスラーム大
学 (UIN) となったことも，大きく関係してい
るだろう。
おわりに
私立インドネシア・イスラーム大学 (UII)
は， 1948年の設立当初から， I宗教」と「一般」
の両学聞や教育環境を整備することに努めてき
た。 1960年代，宗教省によるイスラーム高等教
育機闘が整備される過程では，学部を国立化す
る要請に応え，宗教省によるイスラーム高等教
育の発展を支えた。他方で，私立大学としての
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表5 1960年-1967年のインドネシア・イスラーム大学のキャンパスと学部
地 名 学 部
ジョグジャカルタ 監理，匿週，イスラ』ム法学部，イスラ』ム教育学部
スラカルタ(中部ジャワ) 法学部，医学部，イスラーム法学部，イスラーム教育学部
プルウォクルト(中部ジャワ) 法学部，イスラーム法学部，薬学部，畜産学部
マデイウン(中部ジ、ヤワ) イスラーム法学部，法学部，イスラーム教育学部
ゴロンタロ(スラウェシ) 法学部，イスラーム教育学部
バンギル(中部ジャワ) 経済学部
チレボン(中部ジャワ) イスラーム法学部，法学部
クラテン(中部ジャワ) 経済学部，法学部
注口は、 1960年以前に開設された学部を表した。主主は， 1960-64年の聞に開設された学部である。
出典:Supardi and others (1994: 81-82)をもとに筆者作成
発展を推進する際には，モスク組織と協力して
きた。モスクの活動組織の発展には，多くの
UII関係者が関わった点は興味深い。近代的な
国家において，モスクは，宗教施設と位置づけ
られる。しかしモスクは，イスラーム教徒に
とって，諸活動を展開するうえでの拠点であ
る。
UIIの発展のプロセスにおいては， r宗教」
と「一般J，r公」と「私」の境界を越えて，国
家の枠組みのなかでイスラームを維持・継承す
ることが目指されてきたことがうかがえる。
インドネシアは，独立直後から，宗教省を設
け，宗教に関する行政は，宗教省の所管として
きた。教育制度も，宗教に関する事項は，教育
省ではなく，宗教省が管轄し，二元的な教育制
度が整備された。しかし UIIやシュハダ・モ
スクに尽力したイスラーム指導者や知識人たち
は，近代国家の行政システムのなかで，イス
ラームの理念に基づく社会や教育を維持し，継
承していくことに努めてきた。その姿勢は，失
われることなく，むしろ，インドネシアの社会
や政治の変化に対応しながら継承されてきた。
民主化後のインドネシアにおける，法制度や教
育のイスラーム化を目指す人々のさまざまな実
践にも通じていると言えるだろう。
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